
南条小学校だより

南条っ子は 進んで学ぶ子 Ｒ１.7.１６ № ３８

思いやりのある子

力いっぱいやりぬく子

目標 ともに学び 豊かな心で未来を切り拓く子の育成

○ 北陸新幹線出前講座 ３年
２０２３年春の北陸新幹線敦賀開業まで、４年を切りました。清水の山にはトンネルの穴が開

き、脇本や平吹方面には、次々と立派な橋脚も増え、着々と工事が進んでいます。
きようきやく

１１日（木）には、３年生対象に、県総合政策部新幹線建設推進課の職員が講師となり、北

陸新幹線への理解、関心を深めるための出前講座が開催されました。クイズやVTR、ドローン

による空撮の映像に、大変興味を示していました。開業が待ち遠しいです。

○ ふくいの地場産学校給食の日
１１日（木）の給食は、福井県内でとれた野菜や肉を

使った「ふくいの地場産学校給食」でした。献立は、「ご

はん、牛乳、ジュリエンヌ（千切り）スープ、ふくいポーク

カツレツあけぼのソース、添え野菜、完熟梅ゼリー」で、

普段の給食に比べると県からの補助が出ている分、や

や豪華なメニューでした。

【県産食材】：ふくいポーク、梅、ジャガイモ、タマネギ、きゅうり、レタスなど

栄養教諭や担任から、特にふくいポークについて詳しく説明をしました。

○ 明日は１学期保護者会
明日１７日（水）、１学期の保護者会を行います。お忙しい中申し訳ありませんが、ご参加く

ださいますようお願いします。個人懇談では、担任よりお子様について、頑張ったこと、できた

こと（できるようになったこと）、もう少し頑張ると良いなということなど、具体的に話があるかと思

います。どの子も「今よりも良くなりたい・できるようになりたい」という気持ちをもっていますので、

今後も頑張ろうと思えるような意欲を高める言葉かけをお願いします。

【気を付けましょう ！】 子どもに（だれに対しても）絶対言ってはいけない言葉３種類

・人格否定の言葉 ・能力否定の言葉 ・存在否定の言葉

＜能力否定の言葉の例＞ 高見のっぽ（高見 映）さんの話です。

名前を聞いて、懐かしいと思われる方がどれくらいいらっしゃるでしょうか。彼は、１９７０

年から１９９０年にかけてNHK教育テレビの子ども番組「できるかな」で、ノッポさん役をして

いた人です。この番組は、長身にチューリップハットをかぶった不思議なお兄さん「ノッポさ

ん」（高見 映さん）と、「ウゴウゴ」としゃべる着ぐるみの「ゴン太くん」が、天の声の解説で工

作をする番組でした。（小学生の頃の私にとって、「ノッポさんって何でも器用に作ることが

できてすごいんだ！」と思う、憧れの存在でした。）

ところが、そのノッポさんがあるインタビューで、「工作や絵は小さいときから苦手」と言っ

ています。その理由は、４歳の頃、母親に言われた言葉だそうです。

竹ひごを曲げて模型の飛行機を作っていた時に、竹ひごを曲げるのがうまくいかず、たく

さんムダにし、山のように積み上げてしまいました。その様子を見た母親に笑いながら、「あ

んたみたいなぶきっちょな人は見たことないわ」と言われたことでした。彼は、「この時のひと

言で、手先の器用さに対する希望をすべて失ったんです。」と振り返り、それ以来ずっと「自

分は不器用」という思い込みにとらわれ、抜け出せないでいるそうです。（ネットより引用）

母親の何気ないひと言で、一生劣等感をもつことに・・・本当に考えさせられます。


